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電文雷管のIl火硯を発火zhlるに,m なLネルギ-

1=放ては DrckopfZ):)氏はIE火花折 目 )とl'l火時rL"

(日 とのrLZnには l:EにFlTJ.-る節稀があると宛粥Ll=U･,

この式が矢艮班と合b fL'L､ことは今日では良 く知 ら

rLて居る｡即ち日野民事)は鴫 的に文竹中氏t)は合従

点火薬につき宍潤ttLlりtJJtとLとの国保を匿示しT=

が,之が DT亡koz)r氏の甘う如くILa根にILらぬことを

報告して屠る｡19J8年1=TIL)"ynJoncs氏と EI l'

Sto1ユー5)r);)氏は間欠首筋の発火に要する古書 ･̂ギー

(F･')と点火時間(り とのrim=はE-211+Ilrなる囚探あ

ることを発表しT=｡丈:=同氏率は斉発の閉皿 Ẑ推J梓

的見埠より解明し穿火宅班が斉発他 とともに上昇す

ることを述べ,計3F仏と実部位がよく古きすることを

元LI'=｡

即ち Tones氏及びS101･L真により斉発の川畑も粥

EBETこtfつて袈1=｡従ってEEるtEiEiを蚊用Ll:時最大何

だ這斉更可藍であるかは従来の如き値鞘13万技でぎナ拝

され絹ないことも明らかとなった｡

さて夜気寸℡の寄掛 =鎗ては DTekopt氏は煎l耳

t=途-る如 く点火時r,?,絹 時防.脚 時Wとい

つものを考えることにより等賢発火の蛾合はF.Eと罪78読

缶といつものが存在することを雅夫Ll=J)｡ 故に等発

芽火の粉合はこの良卯75誰批 l上の屯淡を歳する必糞

があると遠へて居る｡然し Drebpf氏は榊 的fJ

考慮を払って職 を行bむかつ7=ので頼 信丑の如何

I=拘わらず疏界qZ謙鯨は-･這であるとド ン鈷Jiを出し

たのである｡これは上述の通り帯川 であることはなめ

られているE,

又 1948年には W.TLlyloT民とG R L J-ll州 民8),

1950年には G Ausop氏と Zl.ユ】GuezIZtuEL丘nlO】

もそれぞれ事罪発火の秒合はその苑火:二軍するTE琵:i

Lll卿 火の胎 より大であり然も等充偶数が増加する

に恥 ､次鰍 二大 となることを速へf=Q即ち苓発のLtU雌

を幹ずる軌 ま従来の如き価榊なる考え方は肺されない

ことが明らかとlLつ1こ｡

又一方策)目的に様舞の閃BTを衣放ったものには呑吐

の Jl'ソフ t'･JI井他罪良さ考81等:=見Lthるが何ilも

盟虫的には岳めて軒灘 Tj基礎に1_つたものと言わざる

創 りTLい｡即ち榊発券火t:顎するt折節と使用覆没の

各位をi鰍 こして町井う胡 1さ戸故とか畑 はIhlC稽
奴の齢 は供払するⅦ光を放収 15Ty^Tとせよと

いつ7こIn犀のものであるHJ.

さて上辻の如 く名籍佐敷と鞘 瓜火tE溌絹の罪騒J,'L

分っても卵類叩Blと恥 ある州紺.例えは破る琴丑D

78iXrr使RlLl=時長大何店のせ免℡甘i･斉発させiEIろ

か●又 JLTJl+BIfJLる式は帝 何故と何か頭ZE!ある

式であるか.文案売店激は如何TJる171件を消せば托上

するかqFの研矧 ま行J才1ていrJい.
そこで掛は堺l井.こ放て屯託すJqを発火させる 一

･払¥なlユ火時TtLIut-J点火五本 ･̂f-.戊唖時僻 を二◆こ

古'JTこ抜身ミJonet氏の甘フEzz.･l+ JJIfJる式うLE合丁

ることをr昔おし1二｡恭 lT,那1才1=放て御 伽 考

抗争折 として案発の㈹四を曲じ斉沌fW が頼加する

に従い発火堀淡か大 となることをEf計算並び(:数式的

tこ軌 ､た｡ Jt･TleS氏の研究J=(ま軟式的tL考邦は見られ
tJHが書類の双bDT_軒式にtit氏tF管の特性を菱そ:J'

艮T･が入って ･るので実常用可[=済塔Lf_洗旨を行.ー

るL713である｡又成るfE-3を任mLTL時Jt大何だ迄斉

発可億であるかを･軒式的並びt=EP 十井で淡め7こ.,
酌n'♯L=放て唱免田菅の粘性i･穀))ナ要因に放て嶺

じ.酌Y邦に於てこれらの戦E51かtl飲tB背の斉弗発火

恩変lこ如何ILる膨宙を与えるか Ẑ淡め,轍 から考
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ぇT二歩合の苛先ず管の生計基坤を明らかし1=｡吏■二郎

vftこ放てこれらの髄 が屯気や廿の頼発禁火盛箕'=

tzI何1.･る彰等を与えるかをま3),鍵莞々火五度から考

ぇたせ合の笠計基坤を明らかi=し･.こ｡次●こ妨11#Eニ放

て迂滋可読.こ対 し安全を諌良丁るJこ3-'!二はq:泉百官は

b]何なる休拝を房足7-きかせ論じ,'こ｡以上妨n7車よ

りホ11井,二より吐気胃管の設け益軒 〉t軟式的rこ究めら

れ1こbけである｡

次に痢11津(:放て宅東野才の特性及び斉発便暫とと

もに爪火Ⅶ読解も上昇するこ･･･う点とを考Llに入れて

℡ソデソサー式発畝笹の芭計益坤そ軌 ･7こ｡その鈷果

メダン7i折に対する安全空を問湖とする雌 用コソf

ソナー式罪弘田は電圧を増し花沢昏丑別 ､と丁へきこ

と.文男危険用の大罪畝用-ソダンサー式弊政JBは忘

失響丑大rlるものが有利であるといつ結論を軌 ソ二.

文机丸帯に於て各位鈷投法'こよる屯気弗畝の一錠節

を事さtlダ(指乱 立死だ摸.征並列掠細の見所短所に

っき辻へ.Fイナモ式菱故蛤文は屯地を使用し1二番合

は准刊掠現で使用す,yJことを建前とす-きこと並びに

大牢丑の見渡を故用して大乗良をする時は牡並姥 抱

は有刊であり.又1ソ7-yサー式尭鼓笹を絶間する堵

合 も3ノダンサーの石jtによっては社並穴指輪が有利

TL卓合もあるが,政見陀 しては狂死だ損で岨用ナ-き

であるという丘旨を卦 ､'た.

第 1幸 電気雷管の点火時rFLg.点火

エネルギー及び点規時n'Ill=

敦JC

点畑 土飾 l熊としてヂニ トコソレ'/JL･シソ軌 妨 2

英として BTン舟と填栗炭3,9の噂丑iB合嶺を佐用し

1=｡丘状･ま妨 11茨の如きものを鼠宿し1=｡

茄t･1T{

≡ 萱 歪 二二亘 析 xAl｡一三孟 hm n3J_壁 _

1 sta)式 h'LCr 3･9 111--lI= 1土01_ _ l ー _ __ -_

2 1icAd･J:1'⊂ lr 3.0 1;1-日ZD7j:01

ト2) 点火Eqrnの皿は

茄 12回の如き田路を有する点火時rMW 定番を用い

通電時間を一党として尽火屯誌を点火j:が50%発火す

る上下で少し羅紗Bは せ 17ユ判定する,,一点'=世用す

る脚 数はJLO個である｡督適屯屯読に対する発火串を

聯 鰍 こブqヮ下し況 時間t:対する平均I■(火屯所【rii

をコか)る｡IJl況 時f;'tlを正弧 二知るJ.こめに*pJシt'〆

タブと点火時間 曜 野を要勤させてき;定し/こQ

l

t

●l■ト▲･.･.･.-

A Tyノーター RJ 外野共沈

J7 回伝Pl出 Re 竜缶と弼L･大音壬のW.t

JO, 篭宗 一′ グオル - 一夕一
節 l･251

この方邑E=より酌rc琳 合計 7,250店を位用して次

に抱ける掛 掟をfLJl二.
電気TF廿の点火工ネ'-ギーが l)rekoT'r氏')5'の述べ ",

1=如 くT:kJtと去bされるものであるか･戒は最近

Ⅶ1､rynjozleS灰J)等の述べ1こ如くJノ-Jl+ILLと表わ

されるものであるか.域は他の式で掛 つ苫Llるもので

あ,-Jか奇究蛸することは屯乾田℡に就ての研究の甚殿

となるものであるからfD-新 主先ずこの誠概 玖 _̂･,行う

ことにLT_｡手法の詳細にBEては以下速-る遜りであ

るが,す-て経計祭的手法をZZi畔としてRt段並びに盟

JBをiBめること'=した,

tり tt 粁

点火玉のm丑は茄 ト1EEの如く StAy式とJkad式

とを用いT:｡

･.F:I-.･.I::3.Il:i-,a.
sta)式 lkall汰 J' t叫

郊 13Ea SLarnpleyolSta)式



-1一爪 11LiEelSanlpleNo21iead式

この托搬t=表われT=f-5-を見ると同一適正時riq

の阜合の発火半はよく.一一狂抜上に宛ってE,もので洗

時間一定のJa合の点火電静乃鰍王正文分布をIJしてい

るとい えるわけである｡データーをBめ.31.:I
--',上

りEZ男土木J.･･f-を求める上郡12衣引Tjる｡
羽歩者

のT=めにF4fLhl03としてJ one5

氏の発鼓し1=f-5-Tlを思す｡

茄1･2薮 I.?,芸i･;[･,芸･B事物点火 屯 iJ

tr t 上 平 均 占 火時間LとのJnf81三か 1･55 )と

TL も ｡次に点火時間の か 偏 差 を 決 める｡ 上妃の蛾
は選句時間を-定とし て ま め 7この で 馳

･ち は 氏 火 電 話 の尉 碇賢が汝の ら れ る ｡ 伝しこのCiは 以 任 の 計 事

に 必要無いので妨 ‡ 2 回 で途

べたと同じ鼓tを他用 し て 点火可鼓をIQ と して適屯時間を点火王か507g発火ナ

る上下で少し汚夢かモせて4点郡篭する｡奇珊 時l恥=｣ ._ 対する

発火半J;p拝半軌 こブpゥトすると部 l･6匹及



L4410-茄 1･7別 StLmplelNo2llend-A lJるEP鎌が放立することflJone)

氏は認めて居 り同氏の任用LIこt克℡廿につ1.･て

す.-0.0751である上達ぺている7)｡そこで恭1.喝

の′タフよりこのqのすを求めると帥 -T(alに放て00

75,柿 :<02!:此てD･llをIUる｡この班を任用して伐相の妨 15式中の点

火時Mの忠準旬整 ･.を井uLTこ｡

C 一-1l

P l･8fil13) q気甘首

の拝外点火エネルギー那 1･2淡に和らhT=t'l火ql流 -,

故抗 r.放火昭MLより瓜火t=fLJ'=lt̂ -f-即ち･T

:rLを柔め1=ものが那 12較来gtの卿 /'l火lネルf-'T

ある｡こL'tをI:-I/Jる′タフに7'plトLTこもの

は茶 119【罰でもろ｡yPt)各界桝 は}く-iEZiLzI

LしてEる.JDちDreko

pf丘の三重ぺ こ̀ね く JYE- '̂ILる買取壬生独立LJ_､

鈷喝とTLつ1.:｡..L･,‥7m;
虫

rJ.YTh.. E-lLLJh TL._

(A-5)Jtll95]El"



6 エ 頚 火 繋 払 会 iE 好I15怨 郊 1Bl

発生 す る蘇 丑は 那 15来

憲 菜 重; = n.F帝 隔 1くt3LLL:1IOl】こ1~平~二.i'L:/:17･lLt二二㌔
と'oLる恵孟三忘琴 ∃ j

'J● 点火革の発火乱臣

rl♯初の温度

である｡燃し全敗Bがqi絹のIill:放るとい･)仮定は正

しくない｡そこでfl･2)式の右辺に屯招中より遠げる

た丑をPibナ･1'を入れる-さである｡月Dち(I･2)式は

t'erLI,･0('r-ilo)十X (～3)

とlJる｡さて0--守.即ちt棟の材質.hA挫,長さ

一宏の船 にEtて考えると(1･3)式は

11-ll+/JI - (14)

とILる｡1Lんと1_-ねは (1･3)式の右辺茄 1萌は0--

521=してiT火策の発火温度-冠fLnは

0(1p-γ○)- coast･･/1 (1･5)

と･+ごりJYは那 時nn大tJllは大なる粗大となるからで

ある｡

さて那 l･9【町は(1･･l)式が成立す ることを示すもの

でこれから.･･l及びJLの軒を決めると射1,iまの通 り

(:ILる｡

節 1･ly‡
^ ト ｡I.嵩 e拭｣ L _.___｣ 竺 Ic

-sf; 三 日 器 l 喜･買
14) 点II時rulの測定

前def'7.火時間を稲尾し''_とE司-Ei日の花泉胃管Jを蛙

用し,-一個丹荘坪野軒時間を･測定する｡何階 方法はfl
rrT政雄 罫外鰍 二軌 .親鴇を懲きつけ,こ1日二花圧を

かけて3ノさt･Jレt]yタブの一つの王t,メソトに箕捷

するQ又点火TE波を′オ1シt7T タ7の他のェVメソI
l:入れる｡qt気町軌 こ点火冠淡rl･詑Lは/_Lに丁ろと

汲遠別赦 し/こ7まは*ウ シLZYク1.I:記鉄郎 1る｡記謙

泣Bl銀ある時椛牲泡してから願 するので管捧t=巻き

つけ1二親畝は切LtRされ*7'/t･グクム上に紀繰 言れ

る｡これより糊 棟切箭時間(J▲)及び珊 時朋の分

舵(dr･)が攻められる｡かくしては''こ平和 fW L折専即

l…;日子害鳥 ;目蓋 ;≡
と恭 Z2表で7711二的 fJl.火時rif!の窪を東めれは魯t売

価に対する点腰時間(丁)(ReLICtLOntlme)が求めら

れる｡この点粟はHSI･5裂の通りT'ある｡糊ちfa火時

T;lTの分取と屯練切箭時riqの分世は殆ど等1,,いので,同

一瓜火宅漣に対しては鯛 時rirfの分散は殆ど等即ち-

-constと考えて上い｡

然し点瑳希rinは点火可汝が上昇するI=饗｢･次恭l:小

と7+ることは JotleS氏のf-ダーにあ,-J遜りである-

同氏の発未Lf_i-ダーは飢 16淡の通りである:)｡

虹 二

郎l･10回

節 1692

~ ‥ 1 品 売㌃i..TINJ.'lrlngClユrrlきれt
- (All.T,) .Obsc吐 _ CBehh ed

卦 叫 妻穿
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こLlよりT-/(l)と鮎わそれるわけであるが (筋 1 10

剛 ,その飴梨 は'及び･L=ついての対数をとること1=

J:り郡 1･11【田の如くほほJLLl根関係を相るので

T-I59I~= (i6)

を柑るbこれを耶 16誠の;汁罪田として配筋LJ'こ｡

Ll･

那 1llEZl以下那Ⅰ書に放て1 榔 r'llの分取を琴^

1こ場合2 TE洗rqが定まhは7!淵時間は-荘即ち

分散零と考Aflueに耽て堵耕することL=する｡

弟】(千 曳九雷管の斉発に就tの基杜

的考察21) q!武田管の発火特性牌知の如く78矢田

幣lニある一定の花市を通じた時は逮屯開始姥ある時nlIを姓過し

てからIrT火王の点火がたる｡これをTV火時EilI(cxc･ta

tLOntime)と称する.衣に官I=ある時riFt連れて雷管が燃尭する.二の時

間を点は韓rNl(RcLLCtlOZttLmC)と称する

｡さてこの任火時帆 屯偉功析時r批ま漁況 淡班の頚鰍 二より変化

するものであり.又同一屯粗放の敏合でも点火時間.屯横切箭時rNl軌

まある '̂クッJhをもって分布して居るのである｡以上述へ,た

ことからII壌発火の場合は聞取 ま極めて相群であること

が分る｡即ち発火に必貸な旬流を琵しさえすれほとにかく発

火は起るわけである.黙し碁発発火はfmLll(二
は飽ぜらnrLい｡22)qZ東市野の斉発他姓

以上迷-たる如く花式部℡は放火時帆 Jrf煙時FlnLl

としっ鯨過il通り願 が起り曙橋は切断さIptるわけ

である｡今ITi個のTE気即管を荘列E=結放した敬倉を考えて

JAるQ前肌 こ述べたる如く7tL免田Wの発火鰭性は統計芋的なバク･Jキ竜一して解るので,このN闇の花束胃管 の凪路L=或るfR流

を通じると先ずこのプち忠もtti火特rulIが短いも

のが発火する｡これは成る/贈 時r;J'l枝に増発し,ここ

でこの荘列回路は切漸されることt=lLる｡この直列回路が

蜘Wrされる色iIに.TtI佃の花泉問管のうちE･火時間が最

も長いものも発火していhli不発鵠留は発生しな

しわけである｡Drek(〉pf氏三)もこの点については述べていろ｡即ち点火TEl先とtL火時r'fl:=つきT

タフL_･,封くと酌 21EZlをはる｡今 ノ11ILる点綴は息も泉
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1 猛 虎 の 概 念

脚 荘庶lLるbのの堺念は,酔 ､は1ネルギーを耶

放する時間勾配とも,或いは紅蓮辞由する物件の歓迎

効果に卦 ･てはその作用鼓巣ともとflえbh. C !ミ

liLenelの髭式fz始めとし,E Redle,H I(JISl. さ

ら':E Jouguct.A l王eckerの理由式t:至って'､

ろ｡またその升虎的謎玩 に於T/ては,現在はくllesS.

i.astの方法が用いられているが,この方法と】王皮そ

のものの塔念とのr'nl二は,かなりの斬用が存在するも

のa)練である｡即ち,一且これJを鼓現変形劫史::lBく

とき,今のところこれらの裁巣については.LPfLる比

較や蕪の頚を旋Lg]れぬ鼓項良急a)ZEL己しか見出さ

れぬからである｡

vEつて.良訴淋 そのものの考塀は憾叫に許されぬ

ものがある机 煉粒 度の定発を.ir)合現的fL考軒の

下に甘き,その払直的意表を如何にして弊政的':抱搾

1こ髭現するかが細 lこかかる命題である｡

鼓はやや散文的[=1_るが.ここに-預 りの刀かある

とし,これが上から属されT=扱片を斬ら切る蛭蛙につ

いて考えてふる｡その挺面から-盲棚 を定めて岨GE

L.之に切りつけTことさ,転の切zlた:簿分の長さから

切れ味と官う抜念を決める｡然し.その折の下方t:異

相をつけて行えはもつと切れろであろンし.さらL:早

の証且･>増加して按が全く15かなくT_(つたとき,その

切断丘は切れBT･の鋭純,'PPlJわす.刀のj謹さと位紀に1

って短5ろ一位のlLaとなるr17>う｡即ちtml韓を''こめ

ナ/こめには.ある赦少の時rin州 ;lJi収nz止y)るT=bD,

余分の時Wtニ起る納 ま通してやる必中がある｡即ち

往来の瑳皮萩搾 E=はある鳴硯以外の鰍 は透してやり

成虫にイr入LlLい鰍 こする=夫が必ずTJされている｡

そして,休件によっては遂L=粥 択抜の如く. ほとん

ど時r和効果は除外してLlt､甘さ的なR政に王で至る｡

He'iS/い(JWtも15そらくこの切h味の樵念を以て紫放

i･考え1ー'Tあろリ｡佑し.この切L'L嫌の航念は柘かJ=

矢島的に自rjl_LLもので何ら否定ナ-さbのはTLも､が,

どこまでがqrR;肋的fj時r"lJS兄であるかは一年的に定

まらず.多くの臣JZの転 とは一つの斬廿にははまれ

ざるをmlLかつ(=のである｡王(Ltm=正しくその肋的

効果を示し柑る時rirlが蟹めらJ'LT_としても,それは材

ELこよってP;I)u朝生宜のもので.もはや庄Lrの摂念

は鋤 のjLに別荘して考えることは山菜T.(.'Lる.

そこで.弊政的i=深度を来めるとすっことは,ひし

7}肘 庄カモの/Uの(:好日し,それ,-E如何にとらえる

かせ考えることがJtも近38であり.次で切れ味に粛す

る肋的漁果,又は一事JI･<-の解放勾LEIJ.1る地 は.

その併称に放ける控々のtr撃時間のnJE決めることに

粋ナ-eであるQそしてmfEは,明らかに怯矧 二固有

の依であるが.脚 は材質や米収怖件!=上って変 り柑

ること̂Z別姓として,一点的tj恐ホLz与える-さでtJ




